研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　精神領域　　職　種　　看護師　　　　　　氏　名　　　江刺家　幸枝

	期　　間　　平成１９年　５月１９日　

	出張目的　　院内講師スキルアップ講座

	出 張 先　　仙台市（ショーケー本館ビル）

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


講師　白石　邦明　氏

　　　国際キネオロジー大学　インストラクター

　　　カウンセリングルーム　Acceptance カウンセラー

　　　米国ＮＬＰ協会認定マスタープラクティショナー

＜考察＞

　私は今までに院内研修を数えたくないほど実践し、また、さまざまな外部研修を受けてきた中で導き出した自分なりの実践方法がある。

1 講義の区切りの時間を意識すること＝研修を受けるにはそれが限界、で私は一区切り60分を目途に研修を組み立てることがまずひとつ。

2 専門用語を使わない。

3 言葉の意味を大切にし、それを研修受講者にも言葉の意味を考えてもらうこと。

4 原稿は見ない。（流れを理解するための資料は手元に置くが）下を見ていると、研修受講者も下を向くし、まず９９％寝てしまう。＝講師側の心理的負担増、やる気もなくなる。

5 いかに相手の興味が沸くような振りで研修に入るか？

6 絶対にここだけは覚えて欲しいことは口調や身振り手振りも含めて強調する。

7 パワーポイントには、強調したいことをインパクトがある画像で表現する＝視覚的にわかりやすい。　

　以上のようなことを少しずつではあるが、盛り込めるようになり、受講者のアンケートも「わかりやすい」という意見を多くいただけるようになっている。

　今回の研修では、私が上記①～⑦のやり方が間違っていなかったことを証明してくれた研修だった。

他にも、研修中に受講者の脳のリフレッシュをする方法など実際に自分が体験してみて、これから取り入れようと思える小技があちこちにちりばめられていた研修だった。

　現在の状態で、研修を受けにいくことは本当に辛かった。長時間の講義なので、その時間を眠らずに受講できるか、実技もあるので相手になる方に迷惑をかけるのではないか？不愉快にならないだろうか？など、当日の朝からそればかり気なっていた。が実際には、それこそ研修のはじめの振りで、すでに講師のペースにはまっていた。そのおかげで、研修に来る前に感じていた不安が杞憂に終わった。むしろ、この研修そのものが非常に面白いものだったので、きちんと研修を受けることができた自分をほめてやりたいような研修だった。

＜研修要旨＞

1、 今回の研修目的

脳を刺激し、集中させる「わかりやすい講義法」を伝えること

2、 人間が集中して聞ける時間

長時間の講義は脳の記憶の定着が悪い。短時間で区切ったり、休憩やグループワークなどを意識的に入れ込んで講義を行う。また、講師自身の体験談などを話すことでも受講者にとっては脳のリフレッシュができる。脳にブレイクタイムを！

3、 講義メソッド

話を聞くのは5分が限界

専門用語は5つまで

一本調子は眠気を誘う、言葉の緩急で変化をつける

4、 3つの感覚タイプ（代表感覚システム）

1 視覚タイプ＝色やイラスト、写真、グラフ、図や表、イメージなど

2 聴覚タイプ＝擬音語、擬態語、語呂合わせ、リズム、歌など

3 体感覚タイプ＝実習、体験談、味や匂い、感情、感覚など

　　　人によって、どの感覚を通じて脳に情報をインプットするのかはそれぞれ違う。

　　　特に情報をインプットするのは、人間の五感からインプットすることはできない。だからこそ相手がどの感覚タイプなのかを見極め、どのように情報を加工し、相手が理解し、相手の脳を刺激するかを考えて講義することが必要。

　　　資料は作れば終わりではない、それをどのように活用し、相手の脳を刺激して、相手に伝えるか・伝えられるかを考えるのが講師の役割。しかし、どんなに講師がすばらしくても、相手に伝わっているかは相手の力次第。

　　　情報は側頭葉で処理される。側頭葉はふくらはぎとつながっているので、側頭葉が疲れているとふくらはぎが凝る。研修中にふくらはぎマッサージすると、脳疲労がいくらか改善する。

5、 ゴールへのステップ

1 個人として、講師（役割）として伝えたいことがはっきりしている

2 3種類以上の表現方法を考えることができる

3 自分の持ち味を出して聴衆に合わせて対応できる
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